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魔法の文学館（江戸川区角野栄子児童文学館）
〒134 - 0085 江戸川区南葛西7-3-1なぎさ公園内
電話 03-6661-3911

【日時指定予約制】入館日時はインターネット予約にて受付。
【営業時間】9：30～17：30（最終入館16：30）
【休館日】火曜日、年末年始（12/29～1/3）
【アクセス】東京メトロ東西線「葛西駅」及びＪＲ京葉線
「葛西臨海公園駅」からバス約10分
※各バス停から徒歩5分
※入館料、インターネット予約、アクセスの詳細はWEB
サイトをご確認ください。
https://kikismuseum.jp/

役 員 リ レ ー エ ッ セ イ

「徒然なるままに」
父が亡くなったのは、今から８年ほど前である。
自分の年齢も関係あるのか、その頃から、アーティ

ストや著名人の訃報が、自分の思い出とリンクするように
なった。それまでは、気にも留めなかったのに（ごめん
なさい）。そのアーティストの曲を聴いていた中学生の頃、
部活の先輩に理不尽な指導を受け、「やめてやる！」と思っ
ていたこと。高校生の冬に、初めて一緒に出掛けた子と、
なんとなく気まずくなり、その短調のメロディーがしみて
いたこと。サラリーマンになりたての頃は、職場の仲間と
カラオケに繰り出し、「愛は勝つ！」と叫んでいたこと。
米国に留学していた時、昨年亡くなった米国史上初の女性
最高裁判事の判決意見について、急に教授に当てられ、フ
リーズしたこと。

名人ではないが、私の母方の祖父は、私が20代の
頃に亡くなっている。彼は、私が幼い頃、毎週日曜

日に、住居のある赤羽（東京都北区）から、私の住む北千
住（同足立区）にバスを乗り継いでやってきて、私を浅草
や上野、柴又、あるいは郊外の田んぼでのザリガニ釣りや
オタマジャクシ採りに連れ出してくれた。それは街の青果
店を営んでいた娘夫婦の子育て支援だったのかもしれない
し、私が初孫だったからかもしれない。彼は、先の戦争を
生き残り、でも戦争の話をすることはなく、焼き魚は必ず
骨や内臓まで食べ尽くしていた。私を叱ることはせず、自
由に遊びまわらせてくれたが、安全の確保に気を配ってく
れていたと思う。しかし、祖父との習慣は私が小学校に上
がり、地元のサッカーチームに入ると、自然消滅した。

ういうことを思い返すようになったのも、父の死後
である。私も、自分が結婚した時の父と同じ年齢に

なった。あの時、彼はどのような顔をしていたか、思い出
せない。私が入試に合格した時、就職した時も然り。私が
生まれた時、売り物の果物や野菜を客にタダで配ったとい
うエピソードは、商店街の大人から聞いたことがある。父
は幼い頃に、両親を立て続けに失っている。高校卒業後、
いくつかの職を経て、母と結婚をしたのを機に、東京の下
町に青果店を開店した。私は、商店街の大人たちにも見守
られて育った。その商店街も、すでにない。
　亡くなった人への報恩は難しい。とりあえず、父の眠る
墓を掃除し、日本舞踊を趣味にしている母の何ともいえな
い踊りを見に行くことにする。そして、どこまでできるか
自信はないが、次世代を見守っていこうと思う。
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　奈良・京都・大阪・兵庫・和歌山・滋賀・岐阜の
二府五県にまたがる「西

さい

国
ごく

三十三所」は、奈良時代に
長谷寺の徳道上人が、病で生死を彷徨った際に閻

えん

魔
ま

大王に会い、世の人々の救済のため、三十三の観音
霊場を開くよう命じられたことが起源とされていま
す。この三十三番目の札所が、岐阜県にある「谷
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」。地元の方からは「谷汲さん」と呼ばれ、
親しまれています。
　その華厳寺参道で、観光客や参拝客のために「トゥ
クトゥク（オートリキシャ）」を無料で運行している
のは、元教諭の矢野宏典さん。
　トゥクトゥクはタイでの呼称で、タクシー代わり
に使われている三輪自動車のこと。バイクが趣味だ
という矢野さんはある日、ツーリング先で若いカッ
プルが乗ってきたトゥクトゥクを見かけ、独特のレ
トロな車体に魅了されました。いつか自分も購入し
たいと調べていたところ、兵庫県の販売店を見つ
け、退職後、インドやパキスタンなどで「オートリ
キシャ」と呼ばれる小型の三輪自動車を購入。車体
は、かつて岐阜市内を走っていた路面電車（通称「丸

窓電車」）と同じ配色に塗装
してもらいました。
　せっかくなら、「たくさ
んの人に乗ってもらいた
い」と、祖父の出身地・谷
汲にあり、自分もよく訪れ
ていた華厳寺の参道で運行
することを思いつき、地元
の方々に相談すると、お寺の住職を始め商店街の皆
さんも「おもしろそう」と大賛成。今では、地元のイ
ベントなどにもひっぱりだことなりました。
　「趣味の延長です」と語る矢野さんですが、1日約
100人もの人を乗車させるということですから、か
なりの体力勝負。それでも、「日本でトゥクトゥク
に乗れると思わなかった」「遊園地に来たみたい」と
喜んでもらえるのが、何より嬉しいそうです。
　5年にわたる活動で、トゥクトゥクの走行距離は
4万キロを超えました。これからもたくさんの笑顔
を乗せ、参道を走っていきます。

「トゥクトゥク」に笑顔を乗せて、
参道を駆け抜ける

初めてのトゥクトゥクに笑顔がこぼれる（大垣共立銀行の服部さん提供）

矢野さんには、岐阜県本部（事
務局：大垣共立銀行）より「小
さな親切」実行章を贈呈

【表紙写真】
『魔女の宅急便』の原作者・角
野栄子さんが館長をつとめる

「魔法の文学館（江戸川区角野
栄子児童文学館）」。いちご色
の世界が広がる館内では、た
くさんの児童書とともに、＂本
をひらけば楽しい世界＂のメッ
セージを発信しています。
「のんちゃんのお出かけ記」（８
頁）で、館内の様子をご紹介し
ていますので、ぜひお読みく
ださい。

角野作品に登場するキャラクターのブック
マーカーを3名様にプレゼント！
応募方法：「氏名」「住所」「年齢」「本誌の感想」
をご記入の上、FAX（03-3263-3838）また
は、応募フォームよりご応募ください。
締め切り：2024年9月13日（金）必着

※キャラクターの
種類は、運動本部
にお任せください。

応募フォーム
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